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• 抗菌・抗ウイルス剤
• バイオイメージングための蛍光材料
• 光触媒

• 有機溶媒に分散可能なカーボンナノ粒子を簡便かつ短時間に調製する。
• 調整したカーボンナノ粒子は細菌とウイルスの活性を阻害する。

無水酢酸と触媒量の硫酸を混合し、加熱することで有機溶媒分散カーボンナノ粒子
を得ることができることを発見した。

それをクロロホルムで抽出することで精製できる。
精製したカーボンナノ粒子をポリマーと混合し、フィルムを作製できる。
ポリマーナノ粒子の中にカーボンナノ粒子を内包させれば、水分散液とする。

TEM像 可視光下 紫外線下
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• 塗料にする場合、ベースポリマーの選択や最適化に関する助言。
• 住宅用、什器用、また、医療機器へといった用途に特化した塗料設計のノウハウが必要。
• 家庭用によく使われる塗料スプレー式にする場合も同様。
• 発光材料とする場合の要求される特性など助言。
• 光触媒や電池などその他応用分野への展開。
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従来の水分散カーボンナノ粒子は有機溶媒に分散できないため、一般有機化学による
様々な機能修飾が難しく、また、ポリマーと混合し、フィルム状にしたり、塗料にする
ことは難しかった。水分散性のカーボンナノ粒子を化学修飾し、有機溶媒分散にするこ
とは可能であるが、操作が煩雑で、コストも上がり、産業利用できるのもではなかった。

そのため、有機溶媒に分散可能なカーボンナノ粒子が求められていた。

有機溶媒分散カーボンナノ粒子という観点から

本技術 ：非常に簡易な方法で疎水性カーボンナノ粒子を作製することができる。
また、ボトムアップ方法で疎水性カーボンナノ粒子を作製する方法はない。

従来技術：疎水性カーボンナノ粒子を作製するために、非常に複雑なプロセスが必要。

抗菌・抗ウイルス剤という観点から

本技術 ：光がなくても抗菌・抗ウイルス活性を示す。
炭素材料であることから環境負荷が低い。

従来技術：酸化チタンナノ粒子が抗菌・抗ウイルス活性を示すために光が必要となる。
銀ナノ粒子あるいは銀イオンは重金属であるため、環境中へ拡散する被害ある。

Jalvo B., et al. J. Hazard. Mater. 2017. 

有機溶媒分散カーボンナノ粒子の調製時にシルク繊維を共存させると、カーボンナノ粒子がシルク繊維
に吸着し、蛍光染色が可能になった。

左から反応液、その後洗浄した糸、紫外線ランプ
による蛍光、蛍光顕微鏡下での観察
（FITCフィルター：488 nm励起）


